
錦
秋
の
季
節
と
な
り
、
野
山
が
綺
麗
に
色
づ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
役
場
の
前
に
は
菊

友
会
の
皆
様
に
よ
る
丹
精
込
め
ら
れ
た
鉢

植
え
が
飾
ら
れ
、
秋
の
彩
り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

▼
十
月
末
ま
で
に
地
方
版
総
合
戦
略
と
将
来
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
県
を
通
じ
て
国
へ
提
出
致
し
ま

し
た
。「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
創
生
法
に
基
づ

く
二
十
七
年
度
か
ら
五
年
間
の
こ
の
村
の
戦
略
を
定

め
た
も
の
で
す
。
第
五
次
総
合
計
画
に
定
め
た
事
業

の
中
か
ら
、
優
先
順
位
の
高
い
事
業
や
四
回
開
催
し

た
有
識
者
会
議
で
の
ご
意
見
に
よ
り
新
た
に
計
画
し

た
事
業
等
を
追
加
し
て
、
国
の
地
方
創
生
予
算
を
活

用
し
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
村
を
一
層
元
気

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

に
つ
い
て
は
今
後
、
各
年
度
の
予
算
案
と
し
て
皆
様

に
説
明
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
保

育
園
の
親
子
運
動
会
で
は
小
さ
な
運
動
場
を
い
っ
ぱ

い
に
使
っ
て
元
気
に
走
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
す
る
園

児
の
姿
に
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
日
に
、
小

学
校
で
は
岐
阜
女
子
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
員
と
一
緒

に
懸
命
に
練
習
す
る
中
学
生
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
子
達
の
た
め
に
も
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
と
誓
い

を
新
た
に
し
た
一
日
で
し
た
。
▼
村
で
は
、
子
育
て

支
援
策
の
一
つ
と
し
て
十
月
か
ら
母
子
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
て
病
後
児
保
育
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
保
育
園
と
診
療
所
が
協
力
し
て
実
施
し
、

働
く
お
母
さ
ん
方
へ
の
応
援
策
で
も
あ
り
ま

す
。
村
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

達
が
す
く
す
く
と
育
っ
て
い

け
る
よ
う
、
皆
で
そ
の
環
境

を
整
え
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

広報

2015

村
長
室
か
ら

たくさん入るかな？（保育園親子運動会：関連６ページ）
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●
村
の
現
状
分
析

　
平
成
二
十
六
年
に
行
わ
れ
た
日
本
創
生

会
議
の
中
で
、
日
本
の
将
来
人
口
の
推
移

を
独
自
試
算
に
基
づ
い
て
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
全
国
の
市
町
村
の
半
数
が「
消
滅
可

能
性
都
市
」で
あ
る
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
県
内
で
も
十
七
の
市
町
村
が
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。
本
村
に
お
い
て
も「
人
口

再
生
産
力
」（
＝
一
人
の
女
性
が
生
涯
に
何

人
の
子
供
を
生
む
か
を
示
す
値
）
を
示
す

二
十
〜
三
十
九
歳
の
若
年
女
性
が
平
成

五
十
二
年
ま
で
に
五
〇
・
三
％
に
減
少
す

る
と
い
う
予
想
が
出
て
お
り
、
人
口
減
少

へ
の
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
以
下「
総
合
戦
略
」と
い
う
。）と
は
、
人
口
減
少
対
策
を
講
じ
る
国
の
地
方
版
総
合
戦
略
の
ひ
と
つ
で
、
今
後
五
年
間
の
政

策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
な
施
策
を
ま
と
め
、
策
定
す
る
も
の
で
す
。
総
合
戦
略
の
役
割
は
、
今
後
も
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
く
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
と
い
う
大

き
な
課
題
に
対
し
て
、
村
自
ら
が
客
観
的
な
分
析
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
、
言
わ
ば
村
独
自
の
【
処
方
箋
】
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
り
、
村
内
外
の
産
業
関
係
者
や
金
融
機
関
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
有
識
者
を
迎
え
て「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
有
識
者
会
議
」を
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
全
四
回
の
会
議
を
経
て
策
定
し
た
村
が
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
戦
略
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

●
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
影
響

　
人
口
の
減
少
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
影

響
と
し
て
、
労
働
人
口
の
減
少
に
よ
る
産

業
力
の
低
下
や
村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
行
政
運
営
へ
の
影
響

　
人
口
減
少
に
よ
っ
て
経
済
・
産
業
活
動

が
縮
小
す
る
こ
と
で
税
収
入
は
落
ち
込

み
、
高
齢
化
社
会
の
進
行
か
ら
社
会
保
障

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
地
方
財
政

は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
こ
う
し
た
状
況
が
続
く
と
こ
れ
ま

で
受
け
ら
れ
て
い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
廃

止
し
た
り
、
有
料
化
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
な
ど
生
活
利
便
性
が
低
下
し
ま
す
。

②
地
域
社
会
へ
の
影
響

　
地
域
の
美
化
・
保
全
、
共
同
施
設
の
維

持
・
管
理
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
管
理

が
行
き
届
か
ず
景
観
が
損
な
わ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

見
ま
も
る
体
制
が
整
わ
な
い
こ
と
な
ど
も

想
定
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
防
犯
・
防
災
上
で
も
空
家
や
空

き
地
の
増
加
、
消
防
団
の
維
持
が
困
難
に

な
る
こ
と
な
ど
、
地
域
に
よ
る
防
災
力
の

低
下
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

③
人
口
減
と
地
域
力
低
下
に
よ
る
悪
循
環

　
少
子
高
齢
化
社
会
で
は
、
現
役
世
代
の

人
口
が
少
な
い
た
め
に
産
業
力
が
低
下

し
、
地
域
経
済
の
縮
小
、
そ
れ
に
伴
い
雇

用
の
場
が
縮
減
し
、
若
い
世
代
が
他
市
町

村
へ
転
出
す
る
と
い
う
悪
循
環
が
起
こ
り

ま
す
。

●
村
の
現
状
か
ら
み
た
課
題

　
国
の
示
し
た
人
口
減
少
の
要
因
と
し
て

大
き
く
二
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
白
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
は
―

特集
若年女性人口の推移
＜２０～３９歳＞

（単位：人）

年 女性 村全体

昭和５５年 ３５９ ３，５７８

平成２２年 １５０ ２，５１４

平成５２年 １０６ １，４７５

「国立社会保障・人口問題研究所」
による推計値

①
人
口
の
状
況
　
六
十
五
歳
未
満
の
人
口

は
減
少
す
る
一
方
、
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
の
割
合
は
高
く
な
る
。

②
地
域
の
状
況
　
高
校
進
学
と
就
職
を
村

外
に
求
め
る
た
め
、
十
代
〜
二
十
代
の
世

代
が
極
端
に
少
な
い
。

③
産
業
の
状
況
と
課
題
　
製
造
業
、
商
業

に
つ
い
て
は
就
業
者
及
び
従
業
員
が
減
少

傾
向
。林
業
の
就
業
者
は
近
年
増
加
傾
向
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
訪
れ
る
観
光
客
な

ど
の
短
期
的
な
交
流
人
口
は
年
々
増
加
傾

向
で
あ
る
が
、
宿
泊
を
伴
う
よ
う
な
長
期

的
な
交
流
人
口
は
横
ば
い
で
あ
り
、
長
期

的
交
流
人
口
の
増
加
が
課
題
。

④
住
民
意
向
調
査（
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
）

【
一
般
・
中
学
生
】
雇
用
、
交
通
、
買
い

物
場
所
、
医
療
福
祉
の
面
で
要
改
善
。

【
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
】
医
療
や
保
育
所
、

通
学
支
援
や
婚
活
等
の
環
境
の
要
改
善
。

⑤
有
識
者
会
議
　
企
業
誘
致
や
学
校
卒
業

後
に
村
内
企
業
に
就
職
で
き
る
体
制
づ
く

り
や
女
性
や
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
。
ま
た
、
人
口
を
減
ら
さ

な
い
た
め
に
医
療
・
介
護
、
職
業
、
住
居
、

公
共
交
通
・
通
信
の
確
保
が
必
要
。

　
以
上
か
ら
次
の
四
つ
の
分
野
に
つ
い
て

基
本
目
標
と
数
値
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

 要因①
若年女性（２０～３９歳）人口減少

・約９割の子どもをこの層が出産
（人口の再生産力）

・第２次ベビーブーム世代は４０代
・４０代以下の世代の人数は急減

 要因②　人口の社会移動

・地方から都市圏への若者の流出
＝地方から人口再生産力の喪失

・止まらない「東京一極集中」
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●「
雇
用
の
分
野
」

　【基
本
目
標
】

産
業
活
動
が
活
発
な

「
に
ぎ
わ
い
」の
あ
る
む
ら
づ
く
り

＝

し
ご
と
・
ひ
と
の
創
生

　
新
た
な
雇
用
の
創
出
と
既
存
産
業
の
安

定
化
に
よ
り
、
若
年
層
を
中
心
に
村
内
に

雇
用
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
、
近
隣
市
町

村
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
よ
り
通

勤
の
で
き
る
雇
用
者
を
確
保
す
る
こ
と
で

労
働
力
人
口（
経
済
活
動
人
口
）の
増
加
を

目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
や
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

【
数
値
目
標
】

①

雇
用
創
出
数
を
増
や
す

（
事
業
所
数
・
従
業
員
数
）

←

八
十
七
人
／
五
年

②

地
元
就
職
率
を
高
め
る

←

村
内
就
業
率
＝
七
五
・
六
％

※
基
準
値
…
七
四
％（
平
成
二
十
二
年
）

●「
転
入
・
交
流
」の
分
野

【
基
本
目
標
】

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、

ひ
と
を「
よ
び
こ
む
」む
ら
づ
く
り

＝

ひ
と
の
創
生

　
観
光
客
や
最
近
注
目
を
集
め
て
い
る
二

地
域
居
住
者
（
＝「
都
会
」と「
農
村
」の
二

つ
の
地
域
に
生
活
拠
点
を
設
け
て
行
き
来

す
る
と
い
う
生
活
ス
タ
イ
ル
）
等
の
交
流

人
口
の
拡
大
や
都
市
部
か
ら
田
舎
に
移
り

住
む
転
入
者
の
増
加
、
ま
た
進
学
・
就
職

等
で
都
市
部
へ
移
住
し
た
者
が
再
び
戻
っ

て
く
る
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
移
住
・
定
住
の
促

進
に
よ
り
、
地
域
の
将
来
を
支
え
る「
人
」

を
呼
び
込
み
ま
す
。

【
数
値
目
標
】

①

転
入
者
数
を
増
や
す

（
特
に
若
い
世
帯
の
転
入
増
）

←

二
百
八
十
五
人
／
五
年

②

年
間
観
光
客
数
を
増
や
す

←

五
万
二
百
五
十
人
／
五
年

●「
結
婚
〜
子
育
て
」の
分
野

【
基
本
目
標
】

出
会
い
・
産
み
・
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

命
の「
つ
な
が
る
」む
ら
づ
く
り

＝

ひ
と
の
創
生

　
結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
、
出
生
率
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
隣
市
町
村
へ
の
交
通
ア
ク
セ

ス
の
向
上
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
と
感
じ
る
住
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
数
値
目
標
】

①

結
婚
届
出
数
を
増
や
す

（
有
配
偶
者
率
の
増
加
）

←

七
三
％
／
平
成
三
十
二
年

※
基
準
値
…
七
一
・
四
％（
平
成
二
十
二
年
）

②

合
計
特
殊
出
生
率
を
高
め
る
。

←

一
・
六
人
／
平
成
三
十
二
年

※
基
準
値
…
一
・
五
五
人（
平
成
二
十
二
年
）

合
計
特
殊
出
生
率
…
一
人
の
女
性
が
一
生
に

産
む
子
供
の
平
均
数

●「
定
住
」の
分
野

【
基
本
目
標
】

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
が
実
感
で
き
る

「
す
み
よ
さ
」の
あ
る
む
ら
づ
く
り

＝

ま
ち
の
創
生

　
人
口
・
世
帯
構
造
の
変
化（
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
社
会
）
に
適
応
し
、
暮
ら
し

の
安
心
を
つ
く
る
こ
と
で
誰
も
が
住
み
よ

い
と
感
じ
る
住
環
境
を
整
備
し
、
定
住
人

口
を
確
保
し
ま
す
。

　
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
空
家
の
有
効

活
用
や
村
の
美
し
い
景
観
を
守
る
た
め
、

農
地
や
森
林
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
周
辺
市
町
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
・
福

祉
・
医
療
の
環
境
や
買
い
物
の
場
、
雇
用

の
場
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

【
数
値
目
標
】

①

住
み
続
け
た
い
と
思
う

村
民
の
率
を
高
め
る

←
九
〇
％

（
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
把
握
）

※
基
準
値
…
八
五
・
二
％

（
第
五
次
総
合
計
画
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
）

②

環
境
面
を
理
由
と
し
た転

出
者
を
減
ら
す

←

五
人
減
／
五
年

※
基
準
値
…
十
五
人
減
／
五
年

四
十
三
人
減
／
平
成
十
〜
二
十
五
年

特集　東白川村まち・ひと・しごと創生総合戦略
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※
基
準
値
…
十
五
人
減
／
五
年

四
十
三
人
減
／
平
成
十
〜
二
十
五
年

広報ひがししらかわ

※
基
準
値
…
十
五
人
減
／
五
年

四
十
三
人
減
／
平
成
十
〜
二
十
五
年
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●●● ●●●

●●● ●●●

●●● ●●●

●●●●●● ●●●●●●

―施策の方向性と主な事業について―

特集　東白川村まち・ひと・しごと創生総合戦略

①東濃ひのき活用促進
「東濃ひのき」の優良な木材を生産するための環境づく

りやブランド力を生かした販売力の強化。

②農業の振興
「白川茶」「夏秋トマト」などを中心にブランド化や６

次産業化による高付加価値化。

③生活サービス業の充実
高齢化による介護福祉支援事業の拡充と若手就業者の

安定した雇用創出や新たな事業展開に取り組みます。

④新産業の誘致による村の活性化
冷涼な気候の東白川はＩＴ産業の職場として利用しやす

い環境であることから、ＩＴ企業などの誘致。

⑤地域内消費の促進による活性化
地域内消費の促進による地域内産業の活性化。

⑥物流・販売ネットワークの拡充による産業振興
農商工の連携による物流・販売ネットワークの拡充によ

り、コスト削減と販売額の向上。

⑦人材の育成・確保と就労者支援
担い手不足が深刻な農林業・医療福祉において従業員の

確保を支援。

・フォレスタイル推進事業　・ＦＳＣ認証材の有効活用
・東京アンテナショップ事業
・山林資源販促ツール作成事業（住宅建築紹介ビデオ作成）

・農業公社（会社）の設立事業　・集落営農推進事業
・茶業振興対策事業　・アンテナショップ事業
・新規就農者の施設整備支援
・新たな特産品等の６次産業化推進（特産品等の開発）

・外出支援バスデマンド運営事業
　（利用者の要求に応じて運行するバスの運営）
・介護福祉事業の充実　・男女共同参画支援

・サテライトオフィスの展開
　（企業が混雑激しい都市部を避けて地方に設けた仕事場）

・つちのこむらメンバーズカード事業

・アンテナショップ事業
・地域の持続可能な物流ネットワーク事業
・村出身者を核とした村内産品販売

・東白川村雇用促進支援　・官学連携の実施
・「人をつくる実習村」事業
・若年者雇用安定促進事業の研究

①移住の促進
移住者の受入体制の充実を図り、企業や個人など対象に

合わせ魅力を感じる情報を戦略的かつ効果的に発信。

②村の魅力の発信と観光の推進
村内の地域資源（茶業や林業）を生かし、東白川村特有

の魅力として磨き上げ、全国・海外からの誘客促進。

・空き家対策事業　・定住促進住宅建築事業
・定住促進助成事業
・奨学金制度利用者のＵターン助成事業の研究
・サテライトオフィスの展開※

・清流白川の観光振興事業
・美しい村ゾーニング保全事業
・講習会開催事業（フェイスブック、写真、動画、編集）
・交流関係支援事業

①結婚～子育てまでの一貫した支援と教育の充実
結婚から子育てまでの切れ目のない一貫した支援を行い、

若い世代が安心して暮らせる環境づくり促進。

②男女共同参画社会に向けた取り組み推進
男女がともに仕事と家庭の両立ができる生活の実現に

向けた取り組みの推進。

・結婚推進事業　・出産祝い金支給事業
・高校生等通学支援事業　・大学等修学資金利子補給制度
・不妊・不育治療助成事業
・若年者雇用安定促進事業の研究

・男女共同参画支援　・女性活躍促進事業の検討
・女性の就労環境整備の研究
・子育て支援事業

①生活環境の充実
⑴ネットワークが強化されたコンパクトなむらづくり
⑵医療・福祉・教育環境の整ったむらづくり
⑶防災・防犯対策の充実した
　　　　　　　　　　安心して暮らせるむらづくり

②自然環境の充実
農地の保全と森林環境の保全により、自然と共生する

住環境づくりを推進。

⑴外出支援バスデマンド運営事業※
⑴周辺市町村との連携による医療環境の充実のための研究
⑵高齢者交流サロン居場所づくり事業
⑵介護福祉事業の充実　⑶住宅リフォーム事業の検討
⑶学校周辺安全対策事業の対策の検討
⑶地域防災　⑶防犯対策強化事業の検討

・耕作放棄地対策事業　・集落営農推進事業
・農業公社（会社）の設立事業※
・再生可能エネルギー「薪」製造支援事業



総務省の支援を受け、地域問題の進行が著しい地方自治体が都市部の人を

地域おこし協力隊として委嘱し、地域の活動に従事しながら定住・定着を

図る取り組みです。

「地域おこし協力隊」 とは？
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地域おこし協力隊・活動報告

　東白川村のみなさん、初めまし

て！８月から着任した地域おこ

し協力隊の中野です。僕は１０月２

～７日までの６日間、中国へ行っ

てきました。今回の広報では、僕

が中国で白川茶を紹介してきたこ

とについてお話させていただきま

す。

●行ってきたところは―
　

　中国といえばお茶の大産地。日

本のお茶がどんな風に受け入れら

れるのか、期待と不安でいっぱい

でした。

　向かった先は河
か ほ く

北省廊
ろうぼう

防市。

北
ぺきん

京と天
てんしん

津の間にある街です。そ

こで行われる日本のアニメイベン

トでブースを一つ借りて、白川茶

の試飲と販売を行ってきました。

海外では日本とアニメは切っても

切れないものと思われているの

で、アニメが好きな方は日本を好

意的に思ってくださる方が多かっ

たような気がします。

●　　　（りょくちゃ）
と　　　（りゅーちゃ）

　さてみなさん、中国ではどんな

お茶が飲まれているかご存知です

か？ウーロン茶！！と思われた方

も多いのではないでしょうか。

　実は、もっとも多く飲まれてい

るといわれるのは緑茶なんです。

しかし、日本の緑茶とは作り方も

異なっているため、同じ緑茶でも

味はまったく別物。また、読み方

も日本では“りょくちゃ”、中国

では“りゅーちゃ”と読まれ、し

っかりと味わいのある日本の緑茶

と比べて、中国の緑茶は香りがメ

イン。同じ名前なのにまったく違

う味わいなのは文化が違うからこ

そ。お互いに尊重し合えるといい

ですね。

●中国での日本茶の評価は―

　イベント開催期間中、１０代後

半から２０代前半の方を中心に

お茶を試飲してもらいました。

２５０人以上の方から味わいにつ

いてアンケートを取り「コク」「さ

っぱり」「甘い」「渋い」の４つのう

ちどれが近いかを聞いたところ、

半数近くの方が「コク」を選びまし

た。香り高い中国茶は反面、淡い

味わいであるものも多く、日本茶

の様なしっかりとした味わいは新

しい感覚としてとらえられている

ようでした。中には何度もおかわ

りに来る方も（笑）。喜んで頂けて

良かったです。

地域おこし協力隊
中野康平

　　　（りょくちゃ）
と　　　（りゅーちゃ）

→いざ！中国へ→

白川茶を紹介してきました！

中華人民共和国
＜河北省＞

　今回のイベントで感じた事は、

どんな所にも日本茶を求めている

人はいるんだと言う事。

　実際に試飲をしている中で「自

分の店で扱いたい」という声も複

数いただき、ビジネスチャンスは

十分にあると感じました。

　今後、販売先を拡大していくた

めには、生産者が直接ＰＲに赴き、

お客さんの声を生で聞くことが大

切だと思いました。それによって

茶業に関わることの喜びを感じて

もらえると思います。

　そういった取り組みで国内外に

いるまだ見ぬ白川茶ファンを増や

していきませんか。

廊坊市

北京

天津

http://www.vill.higashishirakawa.lg.jp/

★地域おこし協力隊の活動報告は

　東白川村ＨＰにも載っています！★

↓↓↓ぜひご覧ください↓↓↓

＜東白川村ＨＰ＞

白川茶の味わい調査

調査数：２７８人

調査対象：イベント会場来場者
（１０代後半～２０代が約７割を占める）



むらの話題
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山
の
木
々
が
紅
葉
し
始
め
た
時
期
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
い
き
い
き
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
。
そ
の
美
し
い
景
観
を
楽

し
も
う
と
八
チ
ー
ム
二
十
七
人
が
参
加

し
、
残
土
処
理
場
（
久
須
見
）
を
発
着

点
と
し
た
お
よ
そ
６
㌔
の
コ
ー
ス
を
楽

し
み
ま
し
た
。
途
中
、
東
側
に
御
嶽
山

が
見
え
、
真
下
に
久
須
見
集
落
が
見
下

ろ
せ
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
に
着
く
と
、
参

加
者
ら
は
「
ヤ
ッ
ホ
ー
」
な
ど
の
声
を

あ
げ
た
り
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
と

秋
の
美
し
い
風
景
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
。
健
康
や
体
力
の
増
進
だ
け
で

な
く
仲
間
と
歩
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
発

見
し
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

秋
の
爽
や
か
な
風
を
感
じ
て

　
秋
晴
れ
の
天
気
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日

み
つ
ば
保
育
園
の
親
子
運
動
会
が
行
わ

れ
、
未
満
児
か
ら
年
長
児
ま
で
五
十
一

人
が
二
十
三
種
目
の
競
技
や
演
技
を
行

い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
保
護
者
ら
が
見
守
る

中
、
綱
引
き
や
か
け
っ
こ
、
ダ
ン
ス
な

ど
こ
れ
ま
で
練
習
し
た
成
果
を
元
気
い

っ
ぱ
い
に
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小

学
生
や
祖
父
母
ら
も
リ
レ
ー
や
大
玉
こ

ろ
が
し
な
ど
の
種
目
に
参
加
し
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
六
月
か
ら
練
習
を
重
ね
て
き

た
年
長
組
十
五
人
に
よ
る
鼓
隊
パ
レ
ー

ド
。
そ
れ
ぞ
れ
が
太
鼓
や
シ
ン
バ
ル
な

ど
の
楽
器
を
演
奏
し
な
が
ら
見
事
な
陣

形
を
披
露
し
、
園
庭
は
大
き
な
拍
手
や

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

み
つ
ば
保
育
園
親
子
運
動
会

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
運
動
会

　
　
十
月
三
日（
土
）　
み
つ
ば
保
育
園

「指さし呼称」は大きな声できびきびとした動きで

　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
日
々
活
動

し
て
い
る
消
防
団
。
そ
の
団
員
自
身
の

安
全
と
健
康
を
守
る
た
め
、
安
全
管

理
セ
ミ
ナ
ー
が
は
な
の
き
会
館
で
行

わ
れ
、
加
茂
郡
内
の
幹
部
消
防
団
員

百
九
十
二
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
消
防
基
金
・
安
江

智さ
と
るさ
ん
は
元
消
防
士
で
、
現
在
は
Ｓ
‐

Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
消
防
団
員
の
危
険
予
知
能
力

の
養
成
）
指
導
員
と
し
て
全
国
で
安
全

管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
災
害
で
の
救
助
活
動

や
火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
時
に
発
生

し
た
消
防
団
員
の
死
傷
事
例
や
そ
の
原

因
、
ま
た
防
ぐ
た
め
に
ど
う
し
た
ら
良

い
の
か
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
団
員
ら

は
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
住
民
を
守
る
た
め
に
活
動
す
る
消
防

団
員
自
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

地
域
の
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

年長組１５人による鼓隊パレードでは３曲を披露しました

　
　
十
月
十
八
日（
日
）　

広
域
林
道
加
茂
東
線（
久
須
見
）

　
　
十
月
二
十
五
日（
日
）

は
な
の
き
会
館（
平
）

加
茂
郡
消
防
連
合
演
習

安
全
管
理
セ
ミ
ナ
ー

祝

ダイヤモンド婚

結婚６０周年
おめでとう
ございます

安江千之・悦子夫妻（親田） 安江保民・佐和子夫妻（神付）

　
第
十
三
回
を
迎
え
た
老
人
福
祉
大
会
が
小
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
ら
お
よ
そ

百
三
十
人
が
式
典
に
参
加
し
、
午
後
か
ら
は
チ
ー
ム

に
別
れ
て
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
村
内
に
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
は
七
つ
、
五
百
四
十
六

人
が
所
属
お
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
老
人

★功労者表彰　松岡美代子（陰地）、故・安江 巌（大明神）、今井修子（大
沢）、安江章三（大口）、田口良子（平）、安江とくよ（平）、若井信江（平）、
有田和子（親田）、安江忠雄（親田）
★ダイヤモンド婚表彰　村雲作二・兼子 夫妻（親田）、今井正男・明
美 夫妻（中通）、今井克彦・清子 夫妻（神付）、安江達典・倶子 夫妻（中
谷）、栗本邦彦・秋子 夫妻（柏本）、今井幸四郎・折江 夫妻（下野）
★８０２０表彰　安江憲八（大明神）、安江英子（親田）、田口 功（大
明神）、安江正介（黒渕）、栗本棲夫（柏本）、有田和子（親田）

第１３回老人福祉大会

　いつまでも元気で仲の良い夫婦に表彰状 １０月１８日 日 　小学校体育館　

※敬称略

ク
ラ
ブ
活
動
等
に
長
年
尽

力
さ
れ
た
方
（
功
労
者
）、

結
婚
六
十
周
年
を
迎
え
た

夫
婦
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
）、
八
十
歳
で
自
身
の

歯
が
二
十
本
以
上
あ
る
方

（
八
〇
二
〇
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
左

記
の
と
お
り
。
　

カローリングでの交流の様子

各種表彰者一覧　　※順不同・敬称略

およそ６キロのコースを歩き切りました！
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～明るい話題をご提供ください～む ら の 話 題

　
　
十
一
月
二
日（
月
）〜
七
日（
土
）

は
な
の
き
会
館
・
別
館
（
平
）

　
村
内
の
産
業
を
知
り
、
将
来
憧
れ
て

い
る
仕
事
や
興
味
の
あ
る
仕
事
を
実
際

に
体
験
す
る
職
場
体
験
学
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
職
場
体
験
を
行
っ
た
の
は
中
学
二
年

生
三
十
人
で
、
飲
食
店
や
小
売
店
、
福

祉
施
設
な
ど
、
村
内
外
の
十
七
の
事
業

所
の
中
か
ら
興
味
の
あ
る
職
場
を
選

び
、
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
診
療
所
で
は
血
圧
測
定
の
手
伝
い
、

味
彩
で
は
接
客
、
古
田
オ
ー
ト
で
は
タ

イ
ヤ
交
換
、
役
場
で
は
山
で
の
測
量
や

撮
影
の
手
伝
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
で
仕
事
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
東
白
川
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
職
場
体
験
を
行

っ
た
中
山
健
太
朗
く
ん
（
下
野
）
は
「
計

画
通
り
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と
は
大
変

だ
と
思
っ
た
し
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
学
習
の
成
果
は
三
学
期
の
ふ
る

さ
と
学
習
発
表
会
で
発
表
し
ま
す
。

　
東
白
川
村
の
名
字
は
、多
い
順
に「
安

江
」「
今
井
」「
田
口
」「
村
雲
」「
古
田
」「
桂

川
」
と
続
き
、
最
も
多
い
安
江
は
村
内

の
お
よ
そ
三
割
占
め
て
い
ま
す
。

　
村
文
化
財
審
議
会
が
主
催
す
る
第
二

回
の
歴
史
講
座
が
こ
も
れ
び
の
里
で
開

か
れ
、
村
内
外
か
ら
八
十
人
を
超
え
る

方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
村
の
名
字
に
つ
い
て
。
苗
木
遠
山
資

料
館
（
中
津
川
市
）
の
千
早
保
之
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
名
字
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
経
緯
や
そ
れ
ぞ
れ
の
由
来

に
つ
い
て
歴
史
書
の
抜
粋
を
交
え
て
説

明
し
ま
し
た
。
千
早
先
生
は
「
自
分
の

名
字
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
は
、
家
系

図
を
た
ど
る
こ
と
で
あ
り
、
自
身
の
ル

ー
ツ
を
た
ど
る
こ
と
で
も
あ
る
。
ぜ
ひ

楽
し
み
な
が
ら
調
べ
て
み
て
欲
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
東
白
川
産
の
杉
材
を
使
っ
た
机（
コ
ダ
マ
デ
ス
ク
）

を
販
売
す
る
家
具
店
（
名
古
屋
市
）
が
仕
掛
け
る
『
コ

ダ
マ
の
冒
険
旅
行
』
が
本
村
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
上
流
の
山
と
下
流
の
街
を
つ
な
ぐ
」
を

基
本
理
念
に
、
コ
ダ
マ
デ
ス
ク
を
購
入
し
た
親
子
に

材
料
の
木
が
育
つ
山
を
見
て
実
際
に
触
れ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
山
の
現
状
を
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
八
組
の
親
子
ら
は
整
備
さ

れ
た
森
林
を
見
学
し
、
湧
水
を
味
わ
う
な
ど
普
段
は

で
き
な
い
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

村内産材使用！木の温もりを感じる机

　
日
本
は
戦
後
の
拡
大

造
林
政
策
に
よ
っ
て
人

工
林
が
急
速
に
増
え
、

そ
の
多
く
が
本
格
的
な

利
用
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
災
害
を
防
止
し
、

豊
か
な
水
を
育
む
健
全

な
森
林
を
育
て
る
た
め

に
国
産
材
の
積
極
的
な

利
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

丸太切りを体験する親子

　
毎
年
、
東
白
川
村
文
化
協
会
が
主
催

す
る
文
化
祭
。
今
年
は
「
文
化
の
香
り

立
つ
村
」
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
六

日
間
に
渡
り
作
品
の
展
示
等
を
行
い
ま

し
た
。
展
示
作
品
は
、
村
文
化
協
会
に

所
属
す
る
団
体
の
作
品
の
ほ
か
、
村
出

身
の
日
本
画
家
・
田
口
愛
子
先
生
が
村

に
寄
贈
し
た
作
品
や
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
の

所
蔵
す
る
国
宝
の
屏
風
の
レ
プ
リ
カ
等

を
展
示
し
ま
し
た
。

　
芸
能
発
表
会
で
は
、
大
正
琴
や
ダ
ン

ス
、
桧
茶
太
鼓
、
合
唱
な
ど
八
つ
の
団

体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
は
瑞
泉
会
の
踊
り

と
民
謡
し
ゃ
く
な
げ
の
三
味
線
に
よ
る

協
演
が
実
現
し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
六
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
文
化

祭
に
は
村
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪

れ
、芸
術
の
秋
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

瑞泉会と民謡しゃくなげによる「花笠音頭」

　
十
月
二
十
九
日（
木
）〜
三
十
日（
金
）

村
内
各
事
業
所東白川CATVでの職場体験の様子

東白川に多い名字の由来について話す千早保之先生

１０月１７日 土 　母樹林公園（親田）　

　
毎
年
、
岐
阜
県
庁
周
辺
の
屋
内
外
を
中
心
に
開
催

し
て
い
る
岐
阜
県
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
岐
阜
県

の
各
地
か
ら
農
産
物
、
特
産
品
が
集
ま
り
、
多
く
の

来
場
者
が
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
も
㈲
新
世
紀
工
房
や
㈱
ふ
る
さ
と
企

画
、
白
川
茶
屋
な
ど
が
出
店
し
、
白
川
茶
や
ト
マ
ト

岐阜県の郷土料理や農産物が大集合

ジ
ュ
ー
ス
、
旬
の
栗
を

使
っ
た
栗
お
こ
わ
や
五

平
も
ち
な
ど
を
販
売
し

ま
し
た
。
白
川
茶
の
試

飲
を
し
た
お
客
さ
ん
は

そ
の
味
と
香
り
の
良
さ

を
実
感
し
、
中
に
は
二

日
間
連
続
で
来
店
さ
れ

る
方
も
い
る
な
ど
、
大

盛
況
で
し
た
。

白川茶の試飲には行列ができていました

中
学
二
年
生
職
場
体
験

仕
事
を
知
る
き
っ
か
け
に

東
白
川
村
文
化
祭

芸
能
発
表
や
作
品
展
示

　
　
十
一
月
三
日（
火
）

こ
も
れ
び
の
里
（
平
）

第
二
回
東
白
川
村
歴
史
講
座

村
の
名
字
の
由
来
を
知
る

１０月２４日 土 ～２５日 日 　岐阜県庁周辺（岐阜市）　
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多
子
世
帯
応
援
カ
ー
ド

「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
プ
ラ
ス
」

交
付
開
始
の
ご
案
内

　
県
で
は
、
十
八
歳

未
満
の
子
ど
も
が
三

人
以
上
い
る
多
子
世

帯
を
応
援
す
る「
ぎ

ふ
っ
こ
カ
ー
ド
プ
ラ

ス
」の
交
付
を
開
始

し
ま
し
た
。

【
対
象
者
】
①
県
内
在
住
　
②
十
八

歳
未
満
の
子
供
が
三
人
以
上
い
る
世

帯
　
③
三
人
目
を
妊
娠
中
の
方
が
い

る
世
帯
　
※
国
籍
不
問

【
申
請
方
法
①
】
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
本
人
確
認
書
類（
保

険
証
、運
転
免
許
証
等
）と
対
象
者
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
書
類（
保
険
証
、

母
子
健
康
手
帳
等
）を
教
育
委
員
会

子
育
て
支
援
係
へ
ご
提
示
下
さ
い
。

教
育
委
員
会
子
育
て
支
援
係

☎
７
８
‐
３
１
１
１（
内
線
４
２
１
）

【
申
請
方
法
②
】
申
請
書
・
確
認
書

類
の
写
し
・
八
十
二
円
分
の
切
手
を

同
封
の
上
、
岐
阜
県
庁
子
育
て
支
援

課
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

県
庁
子
育
て
支
援
課
　
〒
５
０
０
‐

８
５
７
０
岐
阜
市
薮
田
南
二
‐
一
‐
一

☎
０
５
８
‐
２
７
２
‐
８
０
７
７

来
て
！
見
て
！
買
っ
て
！

可
茂
公
設
市
場
一
般
開
放

　
可
茂
公
設
市
場
で
は
日
頃
の
感
謝

を
こ
め
て
一
般
の
方
を
対
象
に
し
た

第
十
二
回
市
場
開
放
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
青
果
物
や
水
産
物
を
市
場
価

格
に
て
販
売
し
ま
す
。

【
日
時
】
十
二
月
十
三
日（
日
）

【
時
間
】
午
前
七
時
〜
正
午

【
駐
車
場
】
四
百
台（
場
内
）

【
問
合
せ
先
】

　
可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場

☎
０
５
７
４
‐
６
２
‐
７
７
１
１

岐
阜
県
保
険
医
協
会
①

電
話
健
康
相
談
の
ご
案
内

　
岐
阜
県
保
険
医
協
会
は
、
電
話
で

の
医
療
相
談
を
一
日
限
定
で
行
い
ま

す
。
日
頃
気
に
な
っ
て
い
る
疑
問
や

お
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
電
話
下

さ
い
。
※
今
回
は
医
科
領
域
の
相
談

と
な
り
ま
す
。
歯
科
領
域
の
相
談
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

【
日
時
】
十
一
月
二
十
九
日（
日
）

【
時
間
】
午
前
十
時
〜
正
午

【
受
付
電
話
番
号
】

☎
０
５
８
‐
２
６
７
‐
０
７
１
１

岐
阜
県
保
険
医
協
会
②

保
険
医
作
品
展
２
０
１
５

　
岐
阜
県
保
険
医
協
会
の
会
員
・
家

族
に
よ
る
絵
画
・
写
真
・
書
・
工
芸

品
等
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
会
期
】
十
一
月
十
九
日（
木
）

〜
二
十
三
日（
月
・
祝
）

【
時
間
】
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

【
場
所
】
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
無
月

（
岐
阜
市
明
徳
町
五
番
地
）

（
☎
０
５
８
‐
２
６
３
‐
２
４
５
０
）

【
問
合
せ
先
】
岐
阜
県
保
険
医
協
会

☎
０
５
８
‐
２
６
７
‐
０
７
１
１

地
域
医
療
構
想

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
県
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

的
に
適
切
な
医
療
・
介
護
が
受
け
ら

れ
る
よ
う「
地
域
医
療
構
想
」を
策
定

す
る
予
定
で
す
。
策
定
に
当
た
っ
て

は
住
民
の
み
な
さ
ま
の
意
見
を
反
映

す
る
た
め「
地
域
医
療
構
想
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
無
料

【
日
時
】
十
二
月
二
十
六
日（
土
）

　
　
　

午
後
一
時
半
〜

【
場
所
】
岐
阜
県
図
書
館

多
目
的
ホ

ー
ル（
岐
阜
市
宇
佐
四
丁
目
二
‐
一
）

【
内
容
】
地
域
医
療
構
想
の
内
容
等

を
説
明
し
た
後
、
意
見
交
換
。

【
問
合
せ
先
】

岐
阜
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
政
策
課

☎
０
５
８
‐
２
７
２
‐
８
２
６
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
濃
加
茂

「
介
護
就
職
デ
イ
」開
催

　
介
護
職
に
関
す
る
疑
問
・
質
問
に

お
答
え
す
る
介
護
就
職
デ
イ
を
開
催

し
ま
す
。
※
予
約
不
要
・
入
退
場
自

由
・
履
歴
書
不
要

【
日
時
】
十
二
月
二
日
・
十
六
日
・

平
成
二
十
八
年
一
月
六
日
・
二
十
日

　
　
　

午
後
二
時
〜
四
時
ま
で

【
場
所
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
濃
加
茂

【
問
合
せ
先
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
濃
加
茂

☎
０
５
７
４
‐
２
５
‐
２
１
７
８

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

第
六
十
七
回
人
権
週
間

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま

で
を「
第
六
十
七
回
人
権
週
間
」と
し

て
、
全
国
各
地
で
啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
身
近
な
こ
と

か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

放
送
大
学
・
公
開
講
演
会

地
震
環
境
を
理
解
す
る

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
つ
い
て

被
害
の
様
相
や
被
害
を
最
小
限
に
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】
十
二
月
十
二
日（
土
）

【
時
間
】
午
後
一
時
半
〜
三
時
半

【
会
場
】
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館

【
参
加
費
】
無
料（
要
申
込
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
８
‐
２
７
３
‐
９
６
１
４

東白川村メール配信サービス
★東白川メール★

防災・防犯・お知らせな
どを配信中！

←登録用
　ＱＲコード

中学校吹奏楽部の
楽器４台を整備しました！

村では、「平成２７年度清流の国ぎふ推
進補助金」の助成を受け、クラリネッ
ト・バリトンサックス・トロンボーン・
ユーフォニアム各１本を整備しまし
た。楽器は、部活動やイベントでの演
奏で活用されています。

マグロの解体ショー
他に…せり売り・詰め放題・フー
ド販売もあります！

 詳しくはこちら→岐阜県ＨＰ「ぎふ子育て応援団」　http://www3.pref.gifu.lg.jp/pref/kosodateoen/

　季節の彩り
「双子の柿」

素材提供：

安江みつ子さん（宮代）

放
送
大
学
・
生
徒
募
集

四
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
二
十
八
年

度
第
一
学
期（
四
月
入
学
）の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
要
綱
】

　
▽
教
育
学
部
　
▽
大
学
院
　

【
出
願
期
間
】
十
二
月
一
日
〜

【
資
料
請
求
・
問
合
せ
先
】

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
８
‐
２
７
３
‐
９
６
１
４

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
月
曜
・
祝
を
除
く
 詳しくはこちら→放送大学ＨＰ　http://www.ouj.ac.jp/
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ありがとう

ございました

【東白川村】

■ふるさと思いやり基金

＜総額  １，８９０，０００円＞

　金 100,000 円…伊藤美津子 様（愛知県名古屋市）

　金　30,000 円…橋本成久 様（愛知県小牧市）

　　他１名

　金　20,000 円…鈴木 徹 様（神奈川県小田原市）

　　他３名

　金　10,000 円…竹之内徳男 様（大阪府和泉市）

　　他 26名

　金 1,380,000 円…匿名 116 名

【社会福祉協議会】

　金 30,500 円…黒栃会 様

　金 10,000 円…今井典子 様（柏本）

　金  4,500 円…東白川村シニア親睦ゴルフ大会 様

　介護用品…田口正昭 様（平）

　タオル…安江アサコ 様（中通）

　鉢植え…安江達典 様（中谷）

　清拭布…わかば会 様（曲坂）

　袋・清拭布…島倉淑子 様（親田）

　古切手…山中弘子 様（平）

　古切手…匿名

　トイレットペーパー…匿名

御寄付 ありがとうございました 第 725 回共販会（10/20）

ひのき
13cm 以下小丸太

平均単価 /  8,300 円

ひのき
14cm 以上

平均単価 / 22,300 円
　高値 / 92,900 円

すぎ
平均単価 / 11,200 円
　　高値 / 92,000 円

赤まつ
平均単価 / 17,900 円
　高値 /  25,000 円

総取扱量 851 ㎥

総販売高 15,178,000 円

●休日診療情報

処理困難物回収

１１月２９日（日）

＜回収場所＞
役場日向倉庫
（旧越原製茶工場）

月 日 医療機関 電話番号

11 22 安田内科クリニック（美濃加茂市） 0574-27-5088

23 小林クリニック（坂祝町） 0574-25-8077

29 木沢記念病院（美濃加茂市） 0574-25-2181

12 6 太田メディカルクリニック（美濃加茂市） 0574-26-2220

13 木沢記念病院（美濃加茂市） 0574-25-2181

20 土屋クリニック（美濃加茂市） 0574-28-5955

休日急患診療所　　　　　　　 　 ●午前９時～午後５時●

下呂市立休日診療所　　　　　　 　 ●午前９時～午後３時●
　●所在地●下呂市森 801-10（下呂市民会館 1階）　

診療日 毎週日曜日・祝日
診療科目

内科・小児科の
急病患者

（※原則として）電話番号 0576-24-1200

※下呂市立休日診療所・国保診療所は受診前に必ずご連絡下さい。

●東白川村森林組合報告 ●ごみ収集日

東白川村国保診療所　　　　 　 ●午前８時３０分～午前１１時●

診療日 毎週土曜日 診療医 代診医

電話番号 78-2023 有　線 8-2023

　１０月６日、商工会女性部による花いっぱい運動

が始まりました。これは村の景観を良くしようと

毎年、村内の公共施設１２ヶ所に花のプランター

を設置する取り組みで、今年は申し込みのあった

事業所に４５個のプランターを設置する予定です。

この日はプランターを入れる木製の枠に腐食防止

剤を塗装するため同会女性部など３７人が集まり

ました。今後は、１１月以降に花苗を植えて各事

業所に配布される予定です。

※処理費が必要です。
（８００円～５，０００円程度）

シニアゴルフ参加者

　秋晴れの爽やかな日差しの

中、３回目となるシニアゴルフ

親善大会が美濃白川ゴルフ倶楽

部（白川町）で行われ、村内の

愛好家１２人が参加しました。

　老人クラブ連合会・桂川袛紀

会長は「正式なクラブとして認

められるよう活動を広げていき

たい」と話しました。

　東白川村農業委員の１１人が

静岡県袋井市と御前崎市で視察

研修を行いました。袋井市では、

市農業委員会が自治会役員や農

協を巻き込んで、増加しつつあ

る耕作放棄地解消のために行っ

ている取り組みについて説明を

受けた後、実際に解消された農

地の見学を行いました。

耕作放棄地解消の事例説明の様子木製プランターに腐食防止剤を塗装しました
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平成２７年６月２８日生

田口恵
けいいち

一くん（平）
（雄平・仁美）

思
い
や
り
を
も
っ
た

幸
せ
恵
ま
れ
る
子
に

な
っ
て
ね
！

こんにちは！
あかちゃん

今
月
三
日
は
文
化
の

日
。
こ
の
日
は
昭
和
二
十
一
年
に
日
本
国

憲
法
が
公
布
さ
れ
た
日
で
あ
り
、
日
本
国

憲
法
が
平
和
と
文
化
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
か
ら
「
文
化
の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
▼
東
白
川
村
文
化
祭
が
二
日
か
ら
七

日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
で
は
昨
年
か

ら
映
画
上
映
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
を
開
催
し
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
増

や
し
て
い
ま
す
。
▼
現
在
、
村
文
化
協
会

に
は
十
五
の
団
体
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

多
い
と
き
に
は
二
十
三
あ
っ
た
団
体
も
会

員
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
減
少
し
、
団
体

の
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
▼
今

年
の
芸
能
発
表
会
に
は
、公
民
館
講
座「
民

謡
教
室
」
に
今
年
の
四
月
か
ら
通
い
、
三

味
線
を
習
っ
た
三
人
の
方
が
初
め
て
の
舞

台
に
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
桧
茶
太
鼓
保
存

会
も
昨
年
十
月
か
ら
会
員
が
増
え
、
各
地

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

村
内
の
文
化
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
各

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
見
学
に
行
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ひ
とこ
と 世帯数 … 864世帯

人　口 … 2,449人
(男1,171人　女1,278人)

転　入 …… 12人
転　出 …… 12人
出　生 …… 0人
死　亡 …… 1人

先月との比較   1人減
昨年との比較 67人減

10月末住民登録人口から

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
安
江
貴
正
（
神
付
）・
安
江
里
紗
（
川
辺
町
）

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

　
村
雲
巳
千
保
　
八
十
一
歳
（
神
付
）

人口の動き

※
敬
称
略




